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子どもの虹情報研修センター機関紙 

               企画・編集室（担当：南山）お気づきの点は下記まで… 

〒245-0062 横浜市戸塚区汲沢町 983番地  

子どもの虹情報研修センター 

TEL：045-871-8011 FAX：045-871-8091 Email：guest-1@crc-japan.net 

 

◆H26 年度の全研修プログラム概要（冊子）HP アップ！ 

◆各研修の実施要項ダウンロード・申込は HP より 

情報発信の配信先アドレスの変更・配信停止等は 

guest-1@crc-japan.net までご連絡ください。 

8 月 7 日（木）文仁親王妃紀子殿下・佳子内親王殿下がセ

ンターをご視察され、センター事業をご説明し、館内をご

案内いたしました。お二人は熱心に聞いてくださり、子ど

も虐待問題へ関心を持っておられることが伝わってきまし

た。また、子ども虐待に携わる人材育成の必要性について

ご理解くださいました。 

子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014 開催されました！ 
 第 20 回 ISPCAN 世界大会・第 20 回 JaSPCAN 学術集会 

 9 月 14 日～17 日、名古屋国際会議場で子ども虐待防止世界会議 名古屋 2014 が開催されました。参加者は約

2,500 名、国内・海外より多くの方が集まりました。 
 世界会議のメインテーマは「子ども中心の社会に向けて：過去から学び、未来に向けて行動しよう」でした。 
基調講演をはじめ、ケンプレクチャーやスポンサードセッションでは、海外からのスピーカーも多く、貴重な情報

を得ることができました。複数の講演において、子ども虐待をはじめ、貧困、いじめ、体罰、非行、児童労働、人

身取引、性的搾取など“子どもへの人権侵害”について幅広く述べられ、こうした子どもの被害（逆境体験）につ

いて総合的に考えることの重要性を改めて認識しました。                   
虹センターもパネル展示をはじめ、口頭発表やポスター発表を行いました。一部のタイトルをご紹介します。 

「基調講演：過去から学び、未来に向けて行動しよう」「子どもの虐待死―父親／母親が加害者となった「親子心中」事例の検

討」「母子生活支援施設における母子臨床についての研究―入所世帯の母子関係の現状－」「児童福祉領域における人材育成の

現状と課題～子どもの虹情報研修センター事業を通して見えてきたもの～」                （南山） 
 

文仁親王妃紀子殿下・佳子内親王殿下 
虹センターご視察 

公開講座 
「子ども虐待の闇―ネグレクト死の取材から」 

講師：杉山 春 

センターでは、毎年専門家だけでなく一般の方も対象に

公開講座を開催しています。 

今年度は、「子ども虐待の闇―ネグレクト死の取材から」

をテーマに開催します。講師に、愛知と大阪の虐待致死事

件を克明に取材し、2 冊の本を執筆された杉山春先生をお

迎えします。講座では、2 つの重大事件について改めてお

話を頂きます。講座を通して、虐待に至るメカニズムの理

解を深め、虐待を防ぐために私たちにできることを考えた

いと思います。（定員 200 名、先着順） 

◆以下の URL より申込書をダウンロードし、FAX でお申し込

みください。 

http://www.crc-japan.net/contents/notice/guide4

2.html 

H27年1月13日（火）開催！ 

第 8 回子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー 

10月 26日(日)開催！ 
「子ども虐待防止オレンジリボンたすきリレー」

は、子ども虐待予防啓発活動として始まり、今年

で 8 年目を迎えました。 

湘南コース、都心コース、鎌倉・三浦・横須賀

コースの 3 コースに分かれ、オレンジ色のたす

きをかけたランナーがリレーでつなぎ、山下公園

へのゴールを目指します。 

スタート地点の渋谷ハチ公広場や 

鎌倉高徳院をはじめ、東京タワー 

などの各中継所、そして山下公園 

では手作りのオレンジリボンを 

市民に配布する他、子どもや 

家族が楽しめるイベントを行います。 

ぜひ会場にお越しください。 

ヘンリー・ケンプ（Henry Kempe1922-1984）と児童虐待 

ケンプ氏は、児童虐待を最初に報告し、そしてアメリカの児童虐待防止に関す

る法律の策定にも貢献した人物として、この分野に携わる人であればご存じの方

が多いと思います。1962 年の論文“The Battered Child Syndrome（被虐待児症

候群）”がきっかけとなり、世界中で児童虐待が注目されるようになりました。ケ

ンプ氏が設立した被虐待児の発見および治療のための多分野横断専門家チーム

は、1972 年に設立されたケンプセンターの中に位置づけられ、現在も最前線で活

躍しています。また、ケンプ氏はこれまでに 2 度、天然痘ワクチン研究への貢献、

そして児童虐待予防と治療への貢献により、ノーベル賞候補となっています。ワ

クチン!?と思われた方もいるのではないでしょうか。 
ケンプ氏は、ナチ党が台頭しはじめた頃、ドイツにてユダヤ家庭に生まれまし

た。10代でアメリカに移住し、高校・大学を卒業し、内科医となりました。その

後、ウィルス学の研究を行い、天然痘ワクチンの副作用に対抗するワクチニア免

疫ブロブリンの作成に貢献したケンプ氏は、コロラド大学の小児医学部で最も若

い責任者となりました。ここに在籍中、ケンプ氏は、偶発的ではない、説明の付

かない怪我や火傷、骨折などを負っている児童がいることに気付きます。この体

験が 1962年の論文につながっていったのです。         （山邊） 
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